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　生まれて初めて経験する予防接種。川頁

番侍ちをしている間に泣き出す子＼注射

針を刺されてもジッとこらえる子といろ

いろ。

　ここに迫力ある泣き顔を集めてみまし

たが￥みなさんが￥￥泣き顔大賞／／を贈る

としたらどの子でしょうか6・・…。
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《人ロの動き》　男2，681（一4）

　2月末現在　　出生4　死亡8

女2，722（一7）計5，403（一11）

転入7　転出14

世帯数1，559（一1）
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佐藤勝之　何事にも　小堺由昌　中学校で得　小堺陽一　これまでの

努力して、高校生活　たことを、これから先　ことを無駄にせず、で

を大切に過ごしてい　もいろいろな面でいか　もふ1）かえらず、せい

きたい。　　　　　　　　していきたいです。　　　いっぱいがんばる。

騨

　　．1、㌧％■一・F

難篶

灘

　鼎・附

高橋　修　松中生徒　高沢　剛　思いやる　佐藤鉄男　高校に行　佐藤新一　高校にい

の名に恥じないよう　気持ちを大切に、友　ったら、楽しく友達　っても、いろいろな

に、一生懸命努力し　達と楽しく過ごした　とすごしていきたい　面でがんばろうと思
ていきます。　　　　　い。　　　　　　　　　です。　　　　　　　　います。

富澤　豊　地道に毎　高橋雄一　考えをし

日努力して、自分を　っかりともって、こ

向上させていきたい。れからもがんば1）た

　　　　　　　　　　いです。

　　瀞

　　脚

　饗

　灘

臨
》
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山岸和弘　中学校で

得たことに、さらに

磨きをかけていきた
い。

譲

柳　輝幸　中学校の

思い出をいつまでも
，忘れないようにがん

ばりたいと思います。

柳　孝志　これかり

も一生懸命がんばり

たいと思います。

石野ルミ　中学校は、

楽しいことばか｝）で

した。これからも、

がんばりたいです。

菅井正子　今まで学

んだことを忘れずに

これからもわんばり

たいと思う。

高橋優子　中学校で

学んだことを忘れず

に、高校に行っても

がんばりたいです。

山岸直美　高校でも

精一杯がんばります。

時間を有効に使うよ

うに心がけたいです。

柳　昭平　高校に行

ったら、毎日充実し

た日をおくりたい。

柳　和広　中学で経験

したいろいなことを、

これからの生活に役に

たてていきたい。

飯干明子　みんなと楽

しく遊んで勉強できた

3年間を忘れないでが

んばりたいです。

佐藤あず奈　3年間、

みんなとすごした時間

を忘れずに、そして一

日一日を大切にしたい。

米持将人　何事にも

毎日の積み重ねを大

切にしていきたいと
思います。

宮沢正隆　中学で学

んだことを、これか

ら先にいかしてがん

ばりたいです。

山岸幹良　3年間で得

た事を、これからの生

活の中にいかして行き

たいと思います。

小島博子　いろんな事

あったけど、たくさん

の思い出と、みんなの

笑顔、忘れません。

高橋久枝　中学校で

の3年間を、いつま
でも大切にしていき
たいです。

柳　朋美　思い出が

たくさんできたので、

，忘れないようにした

いです。

　耕榊　闇　　，

志賀浩行　今まで、

知り得たことを少し

でも役立てていきた
い。

小堺良次　中学校生活

で学んだことを、これ

からの生活にいかして、

がんばりたいです。

高橋民枝　これかり

3年間、悔いの残ら
ないように精一杯が

んばろうと思います。

小堺　忍　中学での

生活は、一生忘れな

いでいたいです。

関谷美智子　中学校で

学んだことを無駄にせ

ず、高校へ行っても、

一生懸命がんば1）たい。

宮沢美代子　中学校で

やって来たことをむだ

にしないでいっしょう

けんめいがんばります。

小堺英樹　初心を．忘

れずに、何事にも挑

戦していきたいと思
います。

樋ロ忍これかり
もいろいろな面でが

んばっていきたいと
思います。

小堺晋治　新しい生活

が成功するように、中

学校での経験を大切に

していきたいです。

山岸　孝　中学校で
学んだことを，忘れず

に、がんばりたいと
思います。

小野島信子　中学校

生活で得たものと友

達を大切にしていき
たいです。

関谷里子　今まで以

上にしっかりとがん
ばっていきたいです。

中村美乃里　思い出

とともに、これから

を大事にしたいと思
っています。

市川稔中学校で
身につけたことを、

これからどんどん発
揮していきたいです。

山岸公夫　努力して、

悔いの残らない高校

生活にしたいと思い
ます。

井上真知子　松代中

学校で過ごした3年
間、，忘れません。こ

れからも頑張ります。

関　瑞枝　これから

も友達と仲良く楽し

く過ごしていきたい
です。

中島恵美子　中学で学

んだことをこれからの

生活に生かしてがんば

りたいと思います。

山岸弘美　中学校の

思い出を大切に、こ

れからも楽しく過ご
したいです。
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鰍

樋ロ　聡　3年間で
得たものを、これか

らの生活の中でいか
したいです。

中村貴光　中学校で

得たことを生かし、

今まで以上に頑張り
ます。

　
　
　
　
翼
曲

関谷祐二　今までの

生活での事を、これ

からの生活に役立て
ていきたいです。

幽鹸』≧幽』響謹
山賀雄次　過去の失

敗を二度と繰り返さ

ないようにし、自分

を極限まで高める。

小堺美幸　この3年間

学校で学べたことをこ

れからの高校生活に役

立てようと思います。

高野香奈子　今まで

の欠点を直し、新し

いことに挑戦してい
きたいです。

室岡静江　バレーボー

ルという真剣になれる

スポーツを知れて、よ

かったと思います。

若井千奈美　“努力、

を忘れずにこれから

もがんばりたいです。

柳　祐一　義務教育の

教訓をいかし、これか

らの人生の糧となるよ

うがんばります。

醒顯．卜％箇
小堺真由美　優しいま

なざしで見てくれた友

達。ずっと良き友達で

あり、良きライバル。

関谷睦美　今まで学ん

だことを最大限にいか

し、いろいろなことに

挑戦していきたい。

村山尚子　今までの

ことを反省し、自分

自身を大きく成長さ

せて行きたいです。，

若井清美　中学校でい

ろいろあった。これか

らも、今以上にがんば

りたいと思います。

村山健司　中学3年
間、たくさん学んだ

ことをこれから、い
かしたいです。

市川日出子　この中学

校生活で学んだことを

これからの経験に、い

かしていきたいです。

蜘

関谷直輝　中学校で

学んだことを、フル

に利用してがんばり

たいと思います。

鞠鹸　　㈱

宮沢正行　14年間の

経験をいかして、こ

れからも学習に生活
にがんばります。

　
　
　
藩

関谷和明　中学で得

た力をこれからの生

活で発揮できるよう

にしたいです。

臨

鈴木尚徳　高校へ行

っても、今までどう

りにしっかりがんば
りたいです。

牧田賢治　中学校で学　福島　剛　中学校で

んだことを無駄にしな　の失敗を反省し、失

いよう、これからの生　敗をくりかえさない

活にいかしていきたい。　ようにしたい。

相澤　希　卒業後は、』若井憲一　高校でも、

今より充実した生活

をおくれるようにし

たいです。

スキー部で頑張りた

いと思います。

米持洋介　希望進路

実現のために、着実

に自分を高めていこ
うと思います。

関谷仁美ここ、松
代町で、学んだこと

をいろいろな面で役

立てたいです。

保坂洋子　中学校での

生活をばねに、希望を

持ち、新らたな生活へ

一歩踏み出したいです。

山岸多佳子　将来への

一歩を、大人への一歩

を、進学を機会に確実

に踏み出したい。

関谷里美　今までの

経験をいかし、これ

から一歩ずつ前進し

ていきたいです。

布施ゆう子　中学で学

んだことを生かし、高

校に行ってもしっかり

学習したいと思います。

鈴木英理子　将来の夢

が実現できるように、

自分をしっかγ）見つめ

ていきたいと思います。

中沢奈美子　中学校で

学んだ体験や思い出な

どをいつまでも大切に

していきたいです。

　　　　　　　　　囹翻麗

柳　美恵子　中学校生　柳　奈緒美　3年間

活で身につけた集中力、色々な人と出会い、

団結力をこれからの生　色々なことを学べて

活に生かしていきたい。本当に良かったです。

佐藤靖子　目標に向

かって、精一杯頑張

っていきたいと思い
ます。

　
　
　
　
蝶

繍濃．コ．％圏
田中明美　中学3年間

で学んだことをバネに

して、将来の夢に向か

って頑張りたいです。

柳妙子今まで苦し
かったことや、失敗し

たことを生かし、一生

懸命がんば童）ます。
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松
代
高
絞

ス
キ
ー
部
員

　
．
雪
”
と
い
う
と
と
か
く
暗
い
イ

メ
ー
ジ
し
か
持
た
な
か
っ
た
私
た

ち
で
す
が
、
そ
の
雪
を
舞
台
に
松

代
高
校
ス
キ
ー
部
員
が
今
年
も
華

々
し
い
活
躍
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
活
躍
ぶ
り
を
今
回
紹
介
し

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

◎
第
4
4
回
上
越
ス
キ
ー
選
手
権

（
漏
～
％
妙
高
高
原
町
池
之
平
）

〔
少
年
男
子
1
5
キ
。
〕
　
①
牧
田
、

犬
⑥
中
島
　
　
〔
女
子
5
キ
。
〕
④
丸
山
、

⑥
斉
藤
　
　
〔
女
子
1
0
キ
。
〕
⑤
丸
山
、

⑥
斉
藤

◎
県
高
校
ス
キ
ー
大
会
（
塩
六
日

町
欠
之
上
）
　
〔
男
子
1
5
キ
。
〕
②
牧

田
、
④
佐
藤
　
　
〔
男
子
リ
レ
i
〕

②
牧
田
、
佐
藤
、
中
島
、
柳
（
高
）

◎
県
ス
キ
ー
選
手
権
（
域
六
日
町

五
日
町
）
　
〔
男
子
リ
レ
ー
〕
②
佐

藤
、
牧
田
、
中
島
、
柳
（
高
）

柳
高
浩
選
手

中
島
太
一
選
手

山
賀
淳
市
選
手

佐
藤
政
秀
選
手

　
　
　
の
藤
美
智
子

　
　
　
　
　
　
選
手

斉
藤
真
也
選
手

　
　
　
の
山
志
鵬
手

牧
田
幸
樹
選
手

柳
美
．
徳
選
手

佐
藤
一
徳
監
督

◎
第
39
回
全
国
高
校
ス
キ
ー
大
会

（
％
同
）
　
　
〔
女
子
5
キ
。
〕
②
丸

山◎
全
国
高
校
総
体
（
％
同
）
　
〔
男

子
リ
レ
ー
〕
⑩
佐
藤
、
牧
田
、
中

島
、
柳
（
高
）

◎
第
6
8
回
全
日
本
ス
キ
ー
選
手
権

（
％
～
％
岩
手
県
安
代
町
）
　
〔
男

子
リ
レ
ー
〕
⑪
佐
藤
、
牧
田
、
中

島
、
柳
（
高
）

◎
第
4
5
回
国
体
冬
季
大
会
（
％
青

森
県
大
鰐
町
）
〔
少
年
女
子
5
キ
。
〕

⑥
丸
山

■
1
佐
藤
一
徳
監
督
談

「
男
子
が
最
後
に
き
て
頑
張
っ
て

く
れ
ま
し
た
（
全
日
本
11
位
は
全

国
の
高
校
で
5
位
）
。
力
が
無
い
わ

け
で
は
な
い
の
で
来
年
が
楽
し
み
。

女
子
の
丸
山
は
未
知
の
力
を
持
っ

て
い
ま
す
。
来
シ
ー
ズ
ン
は
戦
力

的
に
良
い
状
況
な
の
で
夏
場
の
練

習
を
十
分
に
や
り
、
走
力
と
体
力

を
強
化
し
ま
す
。
男
女
と
も
来
年

も
期
待
で
き
ま
す
よ
」
と
、
頼
も

し
い
言
葉
。

　
雪
が
豊
富
な
松
代
町
、
そ
の
雪

を
生
か
し
て
活
躍
す
る
松
高
ス
キ

i
部
員
。
　
”
距
離
の
松
代
高
校
”

と
し
て
県
内
外
の
注
目
を
集
め
て

い
ま
す
。

璽
町
民
ス
キ
ー
大
会
結
果
圃

距
離
競
技

ス
）

（
松
代
ク
ロ
カ
ン
コ
ー

▼
小
四
・
女
子

①
小
堺
み
よ
子

②
西
潟
幸
子

③
井
上
奈
緒
子

▼
小
五
・
女
子

①
高
橋
陽
子

②
小
堺
あ
ゆ
み

③
若
月
康
子

▼
小
六
・
女
子

①
米
持
　
　
幸

②
小
松
千
恵
子

③
富
沢
　
千
春

▼
小
四
・
男
子

①
佐
藤
茂
樹

②
小
堺
　
　
豊

10
分
2
1
秒
（
蓬
）

－o

分
4
1
秒
（
奴
）

10
分
4
8
秒
（
蒲
）

③
宮
沢
和
也

▼
小
五
・
男
子

①
高
橋
　
真
治

②
小
堺
淳
史

③
宮
沢
直
樹

▼
小
六
・
男
子

①
若
井
由
和

②
五
＋
嵐
孝
広

③
関
　
　
浩
志

▼
中
学
・
女
子

①
柳
　
　
妙
子
　
1
2
分
52
秒

②
高
橋
　
久
美
　
1
2
分
5
3
秒

▼
中
学
・
男
子

①
若
井
　
憲
一
　
1
8
分
2
秒

②
小
堺
　
　
健
　
1
9
分
1
0
秒

③
高
橋
　
将
和
　
2
0
分
8
秒

リ
レ
ー
　
2
キ
。
×
3 9

分
4
7
秒
（
松
）

11
分
2
7
秒
（
莇
）

11

分
31
秒
（
蓬
）

n
分
5
9
秒
（
松
）

－o

分
－
秒
（
奴
）

10
分
1
9
秒
（
奴
）

m
分
5
0
秒
（
奴
）

8
分
4
2
秒
（
莇
）

9
分
1
2
秒
（
蓬
）

9
分
2
4
秒
（
孟
）

9
分
－
秒
（
奴
）

9
分
9
秒
（
奴
）

9
分
4
2
秒
（
松
）

8
分
5
1
秒
（
奴
）

9
分
m
秒
（
蓬
）

▼
小
学
校
女
子

①
奴
奈
川
小
A

　
（
米
持
幸
、

　
佐
藤
保
子
）

②
孟
地
小

　
（
若
月
康
子
、

　
柳
美
晴
）

③
奴
奈
川
小
B

　
（
西
潟
幸
子
、

30

分
2
秒

小
松
千
恵
子
、

31
分
2
4
秒

山
岸
ゆ
み
子
、

33

分
9
秒

村
山
洋
子
、
山



1””1”Ill”ll71”lll1””1”1こうほう・まつだい（2．3月号）II1”Ill”II””Illl”111”ll”lll”IIllll”1”lllllll”“llIll”1”Ill”III”II”1”IllIIll“III”1”111111”II”II1”llllll”11”11”“11””llliII“II”il”1”1”11”1

　
岸
真
弓
）

▼
小
学
校
混
成

①
莇
平
小
　
　
2
7
分
2
6
秒

　
（
高
橋
真
治
、
高
橋
知
美
、
高

　
橋
陽
子
）

②
蓬
平
小
　
　
2
8
分
2
2
秒

　
（
小
堺
あ
ゆ
み
、
小
堺
淳
史
、

　
小
堺
豊
）

③
儀
明
小
　
　
2
8
分
32
秒

　
（
中
村
雅
次
、
小
堺
吉
徳
、
松

　
沢
悦
子
）

ア
ル
ペ
ン
競
技
（
千
年
ス
キ
ー
場
）

．
弊
風
い墜

酒

▼
小
六
・
男
子

①
村
山
由
貴
男
51
秒
、
②
万
羽
隆

幸
1
分
5
秒
、
③
石
口
克
行
1
分

29
秒
▼
小
五
以
下
男
子

①
阿
部
新
吾
1
分
5
秒
、
②
関
谷

悟
1
分
6
秒
、
③
瀬
沼
由
則
1
分

▼
小
学
校
男
子

①
奴
奈
川
小
A
　
2
4
分
3
8
秒

　
（
五
十
嵐
孝
広
、
若
井
由
和
、

　
関
　
浩
志
）

②
松
代
小
A

　
（
石
口
久
司
、

　
沢
智
幸
紀
）

③
孟
地
小

　
（
柳
和
徳
、

　
貴
行
）

25
分
5
1
秒

山
賀
洋
平
、
相

26
分
5
4
秒

柳
善
輝
、
柳

7
秒
▼
小
六
・
女
子

①
富
沢
七
重
5
6
秒
、
②
相
沢
星
子

59

秒
、
③
関
谷
知
子
1
分
2
秒

▼
小
五
以
下
女
子

①
村
山
梢
絵
5
3
秒
、
②
本
柳
理
恵

子
1
分
3
秒
、
③
市
川
真
衣
1
分

17
秒
※
タ
イ
ム
は
二
本
の
合
計
、
回
転

競
技
は
雨
天
の
た
め
中
止
。

～
登
記
所
か
ら
の

　
　
　
　
お
知
ら
せ
～

　
登
記
所
に
あ
る
会
社
の
登
記
簿

及
び
各
種
の
法
人
の
登
記
簿
の
閲

覧
、
登
記
簿
謄
（
抄
）
本
、
証
明
等

の
手
数
料
が
改
定
さ
れ
ま
す
。
詳

し
く
は
登
記
所
の
窓
口
で
。

★
会
費
　
一
名
に
つ
き
七
千
円
で
す
。
　
（
宿
泊
料
・
食
事
代
三
食
分
・
コ
ン
パ
費
用

　
　
含
む
・
そ
の
他
、
飲
み
物
等
持
参
大
歓
迎
！
）

★
出
発
時
間
を
二
班
に
分
け
ま
し
た
の
で
、
希
望
の
時
間
帯
を
選
択
し
て
下
さ
い
。

★
三
月
十
四
日
ま
で
に
松
代
町
公
民
館
ま
で
会
費
を
添
え
て
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

平成2年3月17（土）～18日（日）　1泊2日

　第1班午後1時集合　1時30分出発

　第2班午後6時集合　6時30分出発
松代町役場前へ上記の時間までにご集合下さい。

Naeba　FUKUJUSO　智0257－89－3672
　（苗場国際スキー場・浅貝スキー場）

一般青年を対象とします。

時1．日

23：0020：00　　　21：0017：00　　　18：00

所
先
　
　
象
程

場
白

合
、
、
ノ

集
宿
　
　
対
日

乞
＆
　
牛
翫

役
車 一

蒙

Let’s

SKI
入
館内のお客

様、年に一
場 で

Just
華
Dancing 度おさわが Free

一ム せいたしま削 移
な

3

集 Meqting 夕 泣いた～ す。キラリ！ Time

A
口

動
食

好き～
浴 ときめきコ

ンパ！

1910016：0015：00

3馴蘭催曜田）
午後13：0013：30　15：30

3酬8日縮曜日）
7：00　　　8：30

格 Let’s 車 ズ 車 解
調
D
山
口

SKI
Free で

ノく

リ で
同 Exercise ！

い
朝 とびっきり！スキースタール

Time 移 夕
移

食 も開催いたします。 動 食 動 散



よ誰の手にノ

D
．

上）・11日（日）

）ラウンド
．4

遊雪体験

2臼闘
開催

午後

3月10日（土曜日）

熊0◎　霧の芸術展作業開始

2：00開会式
2：20　戦国武者行劃

　　　のっとれ松代城ノ十勇士他数十名

　　　（高田自衛隊移動音楽隊）

3：00　第／回地区親善素人カラオケ祭り

　　　（松代歌謡Dneamクラブ）

4逡0　「雪上手作りみこし活き！活き！合戦」

　　　【みこしアイディア部門】

o楽しさいっぱい！ミニスノーモービル

oスリル満点！スノースクーター一

〇気分は南極探検隊！雪上車

○恐いもの見たさに思わず興奮！お武家屋敷

oソリ遊びに快汗！ミニゲレンデ

・気分は孫悟空！本裳瀧雲

○日本初ノ雪上ホバークラフト

3／10日

　11日

午後2：20～6：00
　（お武家屋敷は8：30まで）

午前9：00～午後3：00まで

雪国体験教室（雪国のスツポン作りに挑戦！）

　　　は3月10日午後2時20分より

5100　雪の芸術展審査会

5：40　雪の芸術展表彰式

6：00雪上ロツクフエスティバル
7逡0　篤追い一どんどん焼き点火

　　「雪上手作りみこし活きノ生き！含戦劃

【みこし活きノ活きノ部門】

8：30第4臼目終了

亀りの半分も捨てずに持っていて下さい・抽選でステキな賞品が当ります。



新城主の野望3月11目（目曜目）

メインステージ

午前　9：00　開　　場　　　　　　　　　　　　　　　　7一膠　　　曜マ膠一『

　　　総認釜課羅嚢蓼蓼霊妻璽謡醗鑑喬議欝1鼓）　期目　3月10目

午後1蟹8畿蔓素譲議戦士大行進　　　　　会場松代町民

　　　　　　　（松代小学校鼓笛隊）

　　　耽00　出陣太鼓（松苧太鼓）
　　　　　　　rのつとれ松代城」出陣

　　　4：30　雪中松代相撲lntem∂tiOnaI選手権大会（松代ライオンズクラブ）

　　　3：00　凱旋太鼓（奴奈川太鼓）

　　　　　　新城主凱旋

　　　4：00閉　　場　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幽6

豪華賞品の数々…

〆　　っ　　　2日闘おいしさに胸ドキメ｛フ開催

食い倒れ横丁

☆松代城主認定（米1石他豪華副賞）

☆グアム島旅行四名様
☆手作りみこし総含優賞10万円

　アイティア部門5万円

　活き澱生き部門5万円

焼き鳥、おでん、焼きそば

あんぽ、何んでもござれの

16コーナー

甘酒の無料サービスもあり

ます。

⑬

奪

★チケットの表紙の右半分は会場の抽選箱へ
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松代聴の

野、鳥

シ
リ
ー
ズ
⑰

カ
ワ
ア
イ
サ

　
［
カ
ワ
ア
イ
サ
」
　
ち
ょ
っ
と
聞

き
な
れ
な
い
名
称
で
す
が
、
こ
の

鳥
は
、
ガ
ン
カ
モ
目
ガ
ン
カ
モ
科

の
「
ア
イ
サ
」
属
に
分
類
さ
れ
る

カ
モ
の
一
種
で
、
こ
の
仲
間
に
は
、

一
昨
年
（
昭
和
六
十
三
年
）
二
月

に
新
聞
で
報
道
さ
れ
全
国
的
に
有

名
に
な
っ
た
「
コ
ウ
ラ
イ
ア
イ
サ
」

（
世
界
で
も
珍
鳥
中
の
珍
鳥
）
や
、

ウ
ミ
ア
イ
サ
、
ミ
コ
ア
イ
サ
が
お

り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ア
イ
サ
と
い
う
の
は
「
中
間
」

と
い
う
意
味
を
持
っ
て
お
り
、
こ

の
場
合
「
カ
モ
」
、
「
ウ
」
の
中
間

の
姿
を
し
た
、
主
に
川
に
住
む
カ

モ
と
ウ
の
中
間
の
鳥
と
い
う
意
味

で
、
カ
ワ
ア
イ
サ
と
い
う
名
前
に

な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
カ
ワ
ア
イ
サ
は
生
息
環
境
が
か

ぎ
ら
れ
て
お
り
、
湖
沼
、
大
き
な

河
川
や
そ
の
河
口
、
入
江
等
に
渡

来
し
越
冬
し
ま
す
が
、
釣
り
で
言

う
と
「
ザ
ラ
瀬
」
の
よ
う
な
流
れ

が
ち
ょ
っ
と
ゆ
る
や
か
に
な
っ
た

と
こ
ろ
を
好
ん
で
住
ん
で
い
る
よ

松
　
永

洗

う
で
す
．

　
松
代
町
で
も
中
子
部
落
の
裏
側

の
渋
海
川
に
渡
来
す
る
と
い
う
話

を
聞
き
、
何
回
か
雪
の
中
を
調
査

し
ま
し
た
が
観
察
す
る
こ
と
が
で

き
ず
、
松
代
町
で
カ
ワ
ア
イ
サ
を

観
察
し
た
い
と
い
う
気
が
日
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
強
く
な
り
、
　
一
種
の
恋
患
い
の

よ
う
な
感
じ
で
し
た
。
そ
れ
は
、

松
代
町
で
は
カ
ワ
ア
イ
サ
の
記
録

が
な
く
、
新
記
録
と
な
る
と
思
わ

れ
た
か
ら
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
一

九
八
九
年
（
平
成
元
年
）
一
月
二

十
七
日
の
お
昼
す
ぎ
、
池
尻
の
上

空
を
室
野
方
向
か
ら
松
代
方
向
に

飛
ぶ
本
種
（
雌
と
思
わ
れ
る
個
体
）

一
羽
を
観
察
し
、
こ
の
日
の
午
前

中
、
ア
ザ
ミ
フ
ォ
ー
ト
の
高
橋
多

一
郎
さ
ん
が
室
野
地
内
の
渋
海
川

で
七
羽
を
観
察
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

同
じ
場
所
で
筆
者
も
、
数
日
後
に

数
羽
の
本
種
を
観
察
し
て
お
り
少

数
な
が
ら
松
代
町
で
越
冬
し
て
い

る
も
の
と
思
い
ま
す
。
長
岡
市
内

の
信
濃
川
で
観
察
し
た
時
も
松
代

町
で
の
生
息
場
所
も
「
ザ
ラ
瀬
」

の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
し
た
。
こ
の

よ
う
な
と
こ
ろ
で
単
独
や
三
～
五

羽
、
多
く
て
七
～
八
羽
の
群
を
作

っ
て
お
り
、
羽
数
が
少
な
い
時
は

ホ
オ
ジ
ロ
ガ
モ
な
ど
と
群
を
作
っ

て
い
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
本
種
の
繁
殖
地
は
、
ユ
ー
ラ
シ

ア
大
陸
、
北
米
大
陸
の
北
緯
四
〇

度
以
北
で
北
極
圏
よ
り
南
の
地
域

チ
ベ
ッ
ト
等
北
方
で
繁
殖
し
、
冬

期
東
南
ア
ジ
ア
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
、
北

米
大
陸
、
日
本
な
ど
で
越
冬
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
で

の
繁
殖
が
確
認
さ
れ
た
の
は
、
一

九
五
八
年
（
昭
和
三
十
三
年
）
八

月
一
七
日
に
北
海
道
の
十
勝
川
支

流
で
、
雛
七
羽
が
観
察
さ
れ
て
、

日
本
で
の
繁
殖
の
初
記
録
と
な
っ

た
の
で
す
。
そ
の
後
、
緑
の
国
勢

調
査
（
一
九
七
八
年
、
第
二
回
自

然
環
境
保
全
基
礎
調
査
、
鳥
類
）

に
よ
れ
ば
、
北
海
道
の
留
萌
、
十

勝
、
釧
路
各
支
庁
管
内
で
繁
殖
が

確
認
さ
れ
、
又
は
可
能
性
が
あ
る

と
さ
れ
る
結
果
が
あ
り
、
少
数
で

す
が
繁
殖
し
て
い
る
の
で
す
。
繁

殖
活
動
は
五
～
六
月
で
、
オ
シ
ド

リ
と
同
じ
よ
う
に
樹
洞
を
利
用
し

た
り
巣
箱
を
利
用
す
る
と
い
う
こ

と
で
、
中
に
は
人
家
の
軒
下
な
ど

「
事
件
か
な
？
」
と
思
っ
た
ら

　
県
警
で
は
、
県
下
全
域
（
佐
渡
、

粟
島
を
除
く
）
の
二
〇
番
通
報

を
本
部
通
信
指
令
室
で
集
中
受
理

し
、
現
場
へ
の
急
行
な
ど
を
集
中

指
令
す
る
こ
と
に
よ
り
、
犯
罪
の

早
期
解
決
に
努
め
て
い
ま
す
。

○
行
動
の
不
審
な
人
が
、
近
所
を

　
う
ろ
つ
い
て
い
る
。

○
深
夜
、
家
の
回
り
で
不
審
な
物

　
音
が
す
る
．

○
見
か
け
な
い
不
審
な
車
（
ナ
ン

○
番
通
報
を

あなたぎ守5

　　”o番
ト・1’　！〆／／
ゆ川⊂“⊂飾ゆて

L　溢、1　　へ
　
バ
ー
の
メ
モ
を
）
が
と
ま
っ
て

　
い
る
。

○
指
名
手
配
犯
人
に
似
て
い
る
者

　
が
い
る
．

○
近
く
で
「
助
け
て
く
れ
ー
」
等

　
の
悲
鳴
が
聞
こ
え
る
。

こ
の
よ
う
な
場
合
は
た
め
ら
わ
ず

一
一
〇
番
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

～
一
一
〇
番
は
あ
な
た
と
警
察

の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
～

一
，
〔

あなたを守る110番
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に
も
巣
を
作
る
こ
と
が
知
ら
れ
て

お
り
、
普
還
は
水
辺
近
く
に
営
巣

す
る
の
で
す
が
、
一
キ
ロ
も
内
陸

部
に
営
巣
す
る
も
の
も
あ
る
と
の

こ
と
で
、
巣
材
は
あ
り
あ
わ
せ
の

も
の
に
綿
毛
を
敷
き
、
中
に
淡
黄

白
色
の
六
八
ミ
リ
×
四
七
ミ
リ
、

ニ
ワ
ト
リ
の
卵
よ
り
大
き
い
八
四

グ
ラ
ム
位
の
卵
を
八
～
一
一
個
生

み
雛
は
三
〇
～
三
二
日
間
で
か
え

り
ま
す
。
抱
卵
は
最
終
卵
を
生
み

終
る
と
開
始
す
る
の
で
、
雛
は
一

斉
に
か
え
り
、
早
成
性
で
艀
化
後

し
ば
ら
く
し
て
身
体
が
か
わ
け
ば

歩
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
雛
は
卿

化
後
一
〇
～
一
二
日
間
位
は
昆
虫

を
主
に
食
べ
、
そ
の
後
小
魚
を
食

べ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
本
県
で
は
少
な
い
鳥
で
、
主
に

大
河
津
分
水
、
柏
崎
、
佐
渡
で
主

に
観
察
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
バ

　
　
　
　
轍

オス

ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
の
増
加
に
よ

り
観
察
例
が
ふ
え
て
い
ま
す
。
全

国
的
に
見
て
も
少
な
い
鳥
で
、
珍

鳥
の
中
に
入
る
と
い
う
人
も
お
り

ま
す
。
そ
ん
な
鳥
が
松
代
町
で
も

観
察
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
大
変

貴
重
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
数
少
な
い
鳥
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
昭
和
五
〇
年
ま
で

狩
猟
鳥
で
あ
っ
た
の
で
す
が
、
肉

は
ま
ず
い
の
に
毎
年
捕
獲
さ
れ
て

い
た
の
で
す
．

　
本
種
は
水
中
に
潜
っ
て
餌
を
取

っ
た
り
し
ま
す
が
、
時
に
は
深
さ

四
メ
ー
ト
ル
位
ま
で
潜
水
し
、
水

上
か
ら
潜
水
す
る
時
は
水
上
に
は

ね
上
が
る
よ
う
に
し
て
勢
い
を
つ

け
て
潜
水
し
ま
す
。
　
一
た
ん
潜
水

し
ま
す
と
、
六
〇
秒
か
ら
一
二
〇

秒
も
潜
水
し
て
い
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
餌
は
潜
水
し
た
り
、
水
面

騒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ

　
　
　
　
　
　
　
メ
　
　
カ

か
ら
首
を
の
ば
し
て
と
る
こ
と
も

あ
り
、
環
境
と
餌
の
多
少
に
よ
っ

て
、
ま
た
季
節
に
よ
っ
て
変
り
ま

す
が
、
海
に
下
る
サ
ケ
、
マ
ス
の

稚
魚
を
中
心
に
、
一
〇
セ
ン
チ
以

下
の
淡
水
魚
や
、
昆
虫
、
カ
エ
ル
、

甲
殻
類
（
カ
ワ
エ
ビ
な
ど
）
を
食

べ
ま
す
。
余
談
で
す
が
、
フ
ク
ロ

ウ
類
、
ワ
シ
タ
カ
類
、
ウ
、
カ
モ

類
の
一
部
な
ど
、
小
動
物
、
魚
類

を
餌
と
す
る
鳥
は
必
ず
、
餌
の
頭

部
か
ら
飲
み
込
み
ま
す
。
こ
れ
は

毛
や
、
ウ
ロ
コ
が
、
じ
ゃ
ま
に
な

ら
な
い
よ
う
に
頭
部
か
ら
飲
み
込

む
の
で
す
。
時
々
尾
の
方
か
ら
飲

み
込
も
う
と
し
て
あ
わ
て
て
吐
き

出
そ
う
と
も
が
い
て
い
る
鳥
も
い

る
よ
う
で
す
。

　
今
年
も
、
カ
ワ
ア
イ
サ
が
松
代

町
の
渋
海
川
に
渡
来
し
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。
全
国
的
に
も
、
世
界

的
に
も
少
な
い
本
種
を
、
じ
っ
く

り
と
お
ど
か
さ
な
い
よ
う
に
観
察

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
最
後
に
北

、
原
白
秋
の
ア
イ
サ
の
歌
で
こ
の
項

を
終
り
ま
す
．

　
と
ほ
つ
あ
ふ
み

　
　
　
　
　
　
う
み

　
　
浜
名
の
み
湖

　
冬
ち
か
し

　
　
秋
沙
か
け
り

　
北
の
冥
き
に
。

餐
襲
ミ
璽
ミ
豊
ー
ミ
妻
リ
ミ
ー
ミ
9
§
リ
ミ
リ
§
ー
ミ
璽
ミ
喚
ミ
聖
．
聖
．
〕
ミ
リ
ミ
リ
ミ
聖
ミ
婁
リ
ミ
§
妻
リ
ミ
〕
ミ
璽
§
り
§
ー
ミ
ミ
リ
§
璽
§
び
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残
雪
の
片
隅
に
、
そ
っ
と
の
ぞ

く
小
さ
な
緑
。
ふ
き
の
と
う
で
す
。

手
を
触
れ
て
み
る
と
、
周
り
の
土

の
ほ
の
か
な
ぬ
く
も
り
が
感
じ
ら

れ
ま
す
。
ふ
き
の
と
う
は
、
春
の

訪
れ
を
告
げ
る
”
使
者
”
で
す
。

　
土
手
の
枯
れ
草
の
間
や
野
原
の

日
だ
ま
り
に
顔
を
出
す
ふ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
　
そ

の
と
う
　
　
き
ざ
ん
で
味
噌

汁
に
浮
か
べ
た
り
す
る
と
、

春
が
来
た
喜
び
で
心
が
は
ず

み
ま
す
。

　
と
は
い
っ
て
も
、
最
近
は

年
が
明
け
な
い
う
ち
か
ら
、

ふ
き
の
と
う
を
ス
ー
パ
ー
な

旅
行
ブ
ー
ム
が
起
こ
っ
た
昭
和
四

十
年
代
の
終
わ
り
ご
ろ
。
し
い
た

け
な
ど
の
ほ
か
に
、
ふ
き
、
た
ら

の
芽
、
わ
ら
び
な
ど
が
栽
培
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ふ
き
の
と
う
は
、
ふ
き
の
新
葉

に
先
駆
け
て
花
茎
が
出
て
く
る
も

の
で
、
ハ
ウ
ス
栽
培
の
ふ
き
が
出

回
る
前
に
、
ま
ず
ふ
き
の
と
う
が

出
‘
荷
さ
れ
る
わ
け
で
す
。

　
ふ
き
の
と
う
の
食
べ
方
は
、
天

ど
の
売
場
で
見
か
け
ま
す
。
栽
培

も
の
で
す
．

　
山
菜
が
注
目
さ
れ
始
め
た
の
は
、

艶墾
　　　ρ芋7／¢
蟻
ゆ

鳶

．急

F
貸

ア＝
一
享

＝〃
’ノ
づ

ニ
ゴ

＝

艶
妻

＼

還

　
　
ぷ
ら
、
酢
の
も
の
、
ふ
き
の

　
　
と
う
味
噌
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ

　
　
り
ま
す
。
ふ
き
の
と
う
味
噌

　
　
を
つ
け
た
焼
き
お
む
す
び
な

　
　
ど
は
、
お
ふ
く
ろ
の
味
で
も

　
　
あ
り
、
ひ
な
び
た
郷
土
料
理

　
　
と
し
て
、
観
光
客
に
も
人
気

　
　
が
あ
り
ま
す
。

　
ふ
き
の
と
う
に
は
雄
花
と
雌
花

が
あ
っ
て
、
雌
花
が
咲
い
て
白
い

冠
毛
が
付
い
た
も
の
を
、
”
ふ
き
の

し
ウ
つ
と
め
姑
”
と
呼
ぶ
地
方
も
あ
り
ま
す
。

　
ふ
き
の
と
う
を
皮
切
り
に
、
野

山
は
緑
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す
。
”

春
は
植
樹
の
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。
㎜

そ
こ
で
、
国
土
緑
化
を
推
進
す
る

た
め
に
、
三
～
五
月
は
「
国
土
緑

化
運
動
強
調
期
間
」
と
な
っ
て
い

て
、
国
や
都
道
府
県
で
さ
ま
ざ
ま

な
行
事
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

ぎ
聾
ミ
塁
妻
9
ミ
豊
f
勢
ミ
リ
ミ
膨
ミ
璽
§
勢
ミ
〕
ミ
』
華
・
璽
ミ
』
ζ
ミ
彗
’
り
§
襲
§
聖
『
』
ζ
ミ
』
ζ
ミ
リ
ミ
睾
睾
・
リ
ミ
リ
ミ
’
襲
ミ
リ
ミ
リ
ミ
聾
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毎月の

が

役場が

になります！

なお、戸籍（出生、死亡、婚姻）に関する受け付けは

通常の休日と同じく行います。

また、保育園は、これまでどおり全部の土曜日の保育を

行いますので、ご理解あるご協力をお願いいたします。

昌
昌
■
■
■
「
l
I
l
■
■
■
■
■

　
平
成
2
年
4
月
か
ら
、
国
県
の

指
導
に
よ
り
、
東
頸
城
全
町
村
が

土
曜
閉
庁
制
度
を
導
入
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
「
土
曜
閉
庁
制
度
」

　
毎
月
の
第
2
・
第
4
土
曜
日
を

役
場
の
業
務
を
休
み
と
す
る
制
度

で
、
国
で
は
昨
年
二
月
、
県
で
は

昨
年
四
月
よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
。

日

円

掛
け
て
安
心

o
掛
金
（
会
費
）

るホ愚

一・m

交
通
災
害
共
済

　
大
人
も
子
供
も
一
人
年
額
三
五

　
〇
円
（
途
中
加
入
も
同
額
）
。

o
共
済
期
間

　
四
月
一
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十

　
一
日
ま
で
（
中
途
加
入
者
は
会

　
費
を
納
め
た
翌
日
か
ら
）

o
加
入
で
き
る
人

　
松
代
町
に
住
所
を
有
す
る
人
で

　
外
国
人
登
録
し
て
あ
る
人
も
加

　
入
で
き
ま
す
。
（
学
生
で
親
か
ら

　
仕
送
り
を
受
け
て
い
る
人
も
可
）

o
申
し
込
み
方
法

　
三
月
中
旬
に
区
長
さ
ん
か
ら
加

　
入
申
込
書
が
配
布
さ
れ
ま
す
。

　
加
入
申
込
書
に
は
あ
ら
か
じ
め

世
帯
員
の
氏
名
等
が
記
入
さ
れ

　
て
い
ま
す
の
で
、
加
入
者
分
の

　
掛
金
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
下

　
さ
い
。

◎
対
象
と
な
る
交
通
事
故

　
国
内
で
発
生
し
た
道
路
を
運
行

　
中
の
車
両
に
よ
る
人
身
事
故
。

◎
対
象
と
な
ら
な
い
事
故

・
車
両
の
交
通
が
原
因
と
な
ら
な

　
い
人
身
事
故
．

・
路
上
以
外
の
場
所
で
起
き
た
人

身
事
故
。

◎
見
舞
金
が
給
付
さ
れ
な
い
事
故

・
故
意
に
よ
る
事
故
。

・
重
大
な
過
失
に
よ
る
事
故
（
飲

　
酒
、
無
免
許
、
速
度
違
反
等
）

・
天
災
地
変
。

見
舞
金
の
請
求
は
一
年
以
内
に

　
請
求
期
限
は
事
故
の
日
か
ら
一

年
以
内
で
す
。
事
故
で
負
傷
し
、

七
日
間
以
上
の
入
院
、
通
院
治
療

が
あ
る
方
は
、
早
目
に
役
場
の
係

（
総
務
課
）
へ
ご
相
談
下
さ
い
。

麺
・
幡
鵬
噛
騰
難
だ
婁
購
遡
鰯
灘
燈
5
瓢
《
臓
融
曜
臨
唯
描
，
轍
じ
5
苗
撫
薬
ろ
ぽ
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金

月額

，
四
月
か
ら
保
険
料
は

八
四
〇
〇
円
に

　
国
民
年
金
の
定
額
保
険
料
は
、

四
月
分
か
ら
八
四
〇
〇
円
に
な
り

ま
す
。
　
（
付
加
保
険
料
は
四
〇
〇

円
の
ま
ま
）

　
国
民
年
金
は
、
老
齢
や
障
害
な

ど
で
働
け
な
く
な
っ
た
と
き
、
夫

や
母
が
亡
く
な
っ
て
働
き
手
を
失

っ
た
な
ど
の
と
き
に
、
年
金
に
よ

っ
て
生
活
を
支
え
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。
こ
の
年
金
の
支
払
い
に

必
要
な
費
用
は
、
皆
さ
ん
が
納
め

て
い
る
保
険
料
や
国
の
負
担
で
ま

か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
年
金
制
度

を
健
全
に
運
営
す
る
た
め
に
は
、

給
付
と
負
担
の
均
衡
を
保
つ
こ
と

が
必
要
で
、
年
金
額
の
引
き
上
げ

と
と
も
に
保
険
料
の
引
き
上
げ
も

連
動
せ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

保
険
料
の
引
き
上
げ
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
二
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士
受
験
資

格
」
を
取
得
す
る
に
は
、
新
潟
労

働
基
準
局
長
の
指
定
を
受
け
て
い

る
㈹
日
本
ボ
イ
ラ
ー
協
会
新
潟
支

部
が
実
施
す
る
「
ボ
イ
ラ
ー
実
技

講
習
」
を
受
講
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
今
年
の
最
寄
り
の
会
場
等
は
次

の
と
お
り
で
す
。

◎
日
時
と
△
写
場

　
長
岡
会
場
（
中
越
婦
人
会
館
）

　
5
月
n
日
㈹
～
1
3
日
㈲

　
上
越
会
場
（
上
越
社
会
教
育
会

　
館
）
5
月
2
5
日
㈹
～
2
7
日
㈲

※
八
月
下
旬
に
出
張
特
別
試
験
が

新
潟
市
で
実
施
さ
れ
ま
す
。
受
験

さ
れ
る
方
は
早
目
に
受
講
し
準
備

し
て
下
さ
い
。

　
申
し
込
み
手
続
き
等
詳
細
に
つ

い
て
は
役
場
産
業
課
職
業
係
へ
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

越
後
ま
つ
だ
雛
灘
綱
陣

　
　
　
写
真
暴
、
、
、
灘
、
、
　
ア
ス
ト

「
冬
の
陣
」
の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

が
松
代
カ
メ
ラ
ク
ラ
ブ
の
主
催
で

行
わ
れ
ま
す
．

　
題
材
は
「
冬
の
陣
」
に
関
連
し

た
も
の
な
ら
な
ん
で
も
自
由
。
ど

し
ど
し
応
募
し
て
下
さ
い
。

○
サ
イ
ズ
　
四
ツ
切
り

○
締
め
切
り
　
三
月
三
十
一
日

○
提
出
先
　
町
公
民
館

○
表
彰

・
最
優
秀
賞
　
　
一
点
（
賞
状
　
ト

　
ロ
フ
ィ
ー
、
記
念
品
）

・
優
秀
賞
　
二
点
（
賞
状
、
ト
ロ

　
フ
ィ
ー
、
記
念
品
）

・
佳
作
　
五
点
（
賞
状
、
記
念
品
）

・
出
品
者
全
員
に
記
念
品

※
入
賞
作
品
は
返
却
せ
ず
、
著
作

　
権
は
主
催
者
に
帰
属
し
ま
す
。

　消費税の確定申告と納税の期限

個人事業者の万々へ手続きはお早めに

　個人事業者の消費税の確定申告と納税は￥平

成2年4月2日までとなっています。
　個人事業者の万にとっては．今回が初めての

申告ですので．早めに手続きをすませたいもの
です。

　　ぐ！～築　｛

　v貸参　願　　＿24　　　《ンて〉
揺國　　　　　ノ　　　●1く》、　　　　②
　　幽　　 ＝　＝：　，，1’
糠・，論楢1∋0鍼

涜灘

☆
こ
と
ば
☆

水
田
農
業
確
立
後
期
対
策

　
平
成
二
年
度
か
ら
、
三
年
間
で

実
施
さ
れ
る
水
田
農
業
確
立
後
期

対
策
。
昭
和
六
十
二
年
度
か
ら
平

成
元
年
度
ま
で
の
三
年
間
で
実
施

さ
れ
た
前
期
対
策
は
、
内
外
の
厳

し
い
諸
情
勢
に
対
処
し
て
、
水
田

を
活
用
し
て
生
産
さ
れ
る
作
物
の

生
産
性
の
向
上
、
地
域
輪
作
農
法

の
確
立
な
ど
で
水
田
農
業
の
体
質

強
化
を
進
め
、
併
せ
て
米
の
計
画

的
生
産
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　
後
期
対
策
で
は
、
生
産
者
と
生

産
者
団
体
の
主
体
的
取
り
組
み
の

も
と
に
、
前
期
対
策
の
考
え
方
を

さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
と
し
て
、

①
多
様
な
水
田
農
業
と
水
田
利
用

の
展
開
、
②
効
率
的
な
生
産
単
位

の
形
成
に
よ
る
生
産
性
の
向
上

③
地
域
輪
作
農
法
の
面
的
拡
大
と

質
的
向
上
、
の
三
つ
に
重
点
を
お

い
て
、
水
田
農
業
の
新
し
い
展
開

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
後
期
対
策
で
は
、
転
作
を
や
り

や
す
く
す
る
た
め
、
対
象
作
物
の

拡
大
等
転
作
手
法
の
多
様
化
が
図

ら
れ
、
ま
た
、
助
成
金
は
望
ま
し
い

営
農
や
転
作
の
定
着
の
た
め
、
加

算
重
視
の
体
系
に
改
訂
さ
れ
ま
し
た
。
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地
域
ぐ
る
み
の
交
流

　
　
　
　
　
　
－
栃
木
県
鹿
沼
市
津
田
保
育
園
と

風
船
建
3
ー
の
手
倉
放
れ

　
津
田
保
育
園
か
ら
の
お
客
さ
ん
に

く
法
被
姿
で
勢
ぞ
ろ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
ぬ
ま

た
一
個
の
風
船
が
、
栃
木
県
鹿
沼

市
に
あ
る
津
田
保
育
園
と
松
代
保

育
園
と
の
地
域
ぐ
る
み
の
大
き
な

交
流
へ
の
縁
結
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
昭
和
六
＋
二

年
＋
月
、
東
頸

消
防
松
代
分
遣

所
と
役
場
消
防

係
は
秋
の
火
災

予
防
運
動
に
ち

な
ん
で
、
町
内

の
み
な
さ
ん
の

防
火
意
識
を
高

め
る
た
め
、
保

育
園
児
ら
と
街

頭
広
報
な
ど
で

「
火
の
用
心
」

を
呼
び
か
け
る

と
と
も
に
各
保

育
園
で
も
子
供

の
う
ち
か
ら
防

火
意
識
を
、
と

い
う
こ
と
で
、

厩
”
”

小
さ
な
短
ざ
く
に
「
火
の
用
心
」

な
ど
の
言
葉
を
園
児
か
ら
書
い
て

も
ら
い
、
そ
れ
を
風
船
に
つ
け
て

大
空
に
向
け
い
っ
せ
い
に
手
放
し

ま
し
た
。

　
十
月
二
十
八
日
、
松
代
保
育
園

児
九
十
二
人
（
当
時
）
の
手
か
ら

放
れ
た
風
船
の
一
つ
、
鈴
木
麻
子

ち
ゃ
ん
（
松
代
・
は
ち
ぜ
ん
・
鈴

木
誠
一
さ
ん
長
女
）
の
風
船
が
栃
木

県
の
鹿
沼
市
と
い
う
所
ま
で
飛
ん

で
行
き
ま
し
た
．

　
こ
れ
を
拾
っ
た
方
が
同
市
内
に

住
む
稲
川
政
一
さ
ん
。
稲
川
さ
ん

は
地
区
の
消
防
団
や
保
育
園
の
役

員
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
松

代
保
育
園
に
大
変
な
興
味
を
持
ち

N
T
T
や
郵
便
局
な
ど
で
調
べ
た

と
こ
ろ
、
風
船
の
送
り
場
所
が
我

が
松
代
町
で
あ
る
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。

　
以
後
、
稲
川
さ
ん
と
鈴
木
さ
ん
、

松
代
保
育
園
と
の
つ
き
合
い
が
始

ま
り
ま
す
。

》
ソ
リ
遊
び
に
喜
ぶ
み
な
さ
ん

雪
の
松
代
町
へ

　
「
松
代
に
行
っ
て
み
た
い
…
」

　
鈴
木
さ
ん
と
松
代
保
育
園
と
の

親
密
な
交
際
が
始
ま
っ
た
稲
川
さ

ん
の
願
い
で
し
た
。

　
そ
ん
な
気
持
ち
を
実
行
に
移
し

た
稲
川
さ
ん
。
昭
和
六
十
三
年
二

月
十
日
、
夢
に
ま
で
見
た
と
い
う

我
が
松
代
町
を
奥
さ
ん
と
二
人
で

訪
れ
ま
し
た
。
　
一
材
五
十
仕
．
と
比

較
的
少
な
か
っ
た
積
雪
に
も
、
稲

川
さ
ん
夫
妻
に
と
っ
て
は
初
め
て

の
経
験
で
す
。

　
松
代
保
育
園
、
分
遣
所
、
役
場

を
訪
れ
た
後
、
鈴
木
さ
ん
宅
で
一

泊
。
心
温
ま
る
も
て
な
し
を
受
け

た
稲
川
さ
ん
は
大
感
激
の
ま
ま
翌

日
松
代
を
後
に
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
二
年
前
と
日
に
ち
も
同

じ
二
月
十
日
。
稲
川
さ
ん
会
長
の

保
護
者
会
、
津
田
保
育
園
の
半
田

園
長
先
生
ほ
か
保
母
さ
ん
、
理
事

会
の
一
行
二
十
二
人
の
皆
さ
ん
が

松
代
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
役
場
で
樋
口
助
役
ら
関
係
者
と

談
笑
し
た
後
、
早
速
松
代
保
育
園

へ
。
　
「
火
の
用
心
」
の
潔
襖
姿
で

勢
揃
い
す
る
園
児
を
見
て
気
持
も

和
ん
だ
よ
う
で
す
。

　
津
田
保
育
園
児
の
作
っ
た
絵
や

人
形
な
ど
を
半
田
園
長
先
生
か
ら
、

そ
し
て
稲
川
さ
ん
か
ら
ノ
ー
ト
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も
ら
う
と
子
ど
も

た
ち
も
大
喜
び
。
お
返
し
に
元
気

な
声
で
「
ぼ
く
ら
は
町
の
幼
年
消

防
隊
」
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
四
十
五
年
ぶ
り
の
二
十
八
独
．
の

大
雪
で
園
芸
作
物
に
大
被
害
を
受

け
た
と
い
う
鹿
沼
市
。
午
後
か
ら

の
雪
上
車
の
試
乗
や
雪
の
山
で
の

ソ
リ
遊
び
に
本
当
に
楽
し
そ
う
に

遊
ぶ
み
な
さ
ん
の
姿
が
印
象
的
で

し
た
。

　
鹿
沼
市
と
松
代
町
で
心
の
通
う

地
域
ぐ
る
み
の
交
流
が
続
い
て
い

ま
す
。
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今
、
　
”
冬
の
陣
”
の
手
作
り
み

こ
し
活
き
生
き
合
戦
に
出
場
す
る

た
め
に
、
み
こ
し
を
二
月
十
九
日

か
ら
、
犬
伏
け
や
き
の
会
の
メ
ン

バ
ー
で
作
り
始
め
ま
し
た
。
　
“
け

や
き
の
会
”
の
主
旨
は
、
ボ
ラ
ン

松
代
の
良
さ
を
み
つ
け
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
小
島
正
人
さ
ん
（
犬
伏
）

テ
ィ
ア
精
神
で
、
松
苧
神
社
や
地

域
の
行
事
を
活
性
化
し
よ
う
と
、

努
力
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
で
す
。

遊
び
心
と
、
た
わ
い
も
な
い
好
奇

心
を
大
切
に
し
、
”
論
よ
り
行
動
”

を
モ
ッ
ト
ー
に
十
年
余
り
活
動
し

て
き
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
中
、
平
成
元
年
よ
り
、

六
十
年
の
間
、
途
絶
え
て
い
た
”
斎

の
神
”
を
再
現
す
る
事
が
で
き
ま

し
た
。
子
供
達
に
は
楽
し
い
一
時

を
、
お
年
寄
や
若
い
人
に
は
、
準

備
か
ら
、
協
力
、
お
手
伝
い
を
し

て
頂
き
ま
し
た
。
村
中
の
人
が
こ

ぞ
っ
て
参
加
し
、
楽
し
む
事
が
で

き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
斎
の
神
の
行
事
に

限
ら
ず
、
子
供
、
大
人
、
お
年
寄

り
と
同
一
の
行
事
を
楽
し
む
事
に

よ
り
、
よ
い
雰
囲
気
の
村
に
な
っ

て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。　
我
々
、
子
を
持
つ
親
と
し
て
、

又
、
村
の
一
人
一
人
が
自
分
達
の

住
む
松
代
の
四
季
折
々
の
自
然
を

満
喫
し
、
松
代
の
良
さ
を
次
の
世

代
の
子
供
達
に
伝
え
る
事
に
よ
り
、

良
い
影
響
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　
み
こ
し
作
り
の
後
、
メ
ン
バ
ー

で
一
杯
や
り
な
が
ら
、
話
し
て
い

る
と
、
ホ
ッ
と
す
る
事
が
あ
り
ま

す
。
最
近
、
話
題
に
の
ぼ
る
事
は

こ
の
よ
う
に
、
や
っ
て
き
た
事
を

通
じ
て
、
心
の
満
足
感
と
充
実
感

を
味
わ
え
る
事
は
う
れ
し
い
事
だ

と
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

　
村
お
こ
し
、
地
域
お
こ
し
と
、

よ
く
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
自
分

達
一
人
一
人
の
”
心
お
こ
し
”
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
心
お
こ
し
は
、
仕
事
、
家
族
、

　
ま
ず
、
先
月
号
の
お
わ
び
か
ら
。

①
松
代
相
撲
東
横
綱
の
平
和
台
関

の
写
真
が
裏
返
し
で
し
た
。
②
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
初
め
展
準
特
選
、
関
谷
仁
美
さ

　
　
　
　

ん
が
関
口
仁
美
さ
ん
で
し
た
。
③

別
配
の
長
寿
者
番
付
西
十
両
三
枚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

目
、
佐
藤
マ
セ
さ
ん
が
佐
落
マ
セ

さ
ん
で
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て

お
詫
び
い
た
し
ま
す
。
▼
町
内
最

長
寿
者
小
堺
ハ
ナ
さ
ん
（
満
百
一

歳
）
に
町
か
ら
バ
ー
ス
デ
ー
ケ
ー

キ
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
写
真
で
紹

介
で
き
ず
申
し
訳
け
あ
り
ま
せ
ん
。

地
域
を
愛
し
、
松
代
を
好
き
に
な

る
事
が
地
域
お
こ
し
に
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

と
、
自
分
自
身
に
言
い
き
か
せ
て

い
ま
す
。

戸
籍
の
窓
口

郷
獲
漏
錨
日
懇
懇
潟
鱒
麟
藁
欝
繊

醗
羅
き
な
ま
雛
藩
縷
騰
畿
盤
螺

　
　
ゑ
コ
め

擁
　
絵
盤
撚
宰
繍
・
敏
鑑
懸
蔑

　
p
繍
戴
灘
・
撫
輪
・
霧
欝
難
鞭
糊

　
　
け
ぜ
な

鰹
沢
謙
畿
欝
　
鑑
叢
隻
叢
綾
畢
毒
霧

　
　
　
騰
長
欝
・
叢
閣
・
漆
撚
蝦

　
　
　
は
　
ぬ
ゑ

璽
撫
嵐
蓉
彦
辮
簿
・
美
磯
轟
灘

騰
鍛
男
・
樵
代
・
欝
雛
懇
謎
羅
彰

　
　
お
　
お
　
お

叢
糊
登
憲
雄
蕪
栄
太
郎
・
麟
ー
麟

灘
毒
滋
《
擬
勇
・
松
代
・
蓬
雛
き
騨

峯
懸
多
雛
人
盤
蓬
薦
結
婚
》

綴
藤
商
叢
・
關
糧
嚢
灘
購

　
　
　
　
灘
塞
搬
囲
原
・
露
墨
欄

灘
鑑
熱
・
穫
愛
瀬
欝

　
　
　
　
　
　
藩
國
・
塵
豊

灘
翼
福
…
を
祈
難
蒙
鱗
薦
死
毯
》

室
岡
耀
懸
蓉
駕
、
　
鰹
歳

　
　
　
　
　
撚
繍
納
・
墨
親
簾
欝

高
橋
癒
灘
懸
霧
　
　
解
歳

　
　
　
　
騰
嬢
薦
薄
・
鞭
麗
敷
繊

鰹
螺
欝
太
郎
欝
　
　
麗
歳

　
　
　
　
騰
蓬
讐
・
霧
難
灘
悶
畷

関
餐
藩
羅
購
　
　
　
雛
歳

　
　
　
　
　
燃
讐
縄
・
羅
纈
鶴
囎

関
谷
繋
麟
騨

藩
弊
潔
雛
譲

松
幽
儀
作
，
織

辮
灘
載
則
譲

　
　
解
歳

燃
松
代
・
伴
灘
郎
》

　
　
鯛
歳

騰
蓬
薯
・
孫
難
麟
繍

　
　
齢
歳

繋
綴
・
源
猫

　
　
欝
歳

霧
織
・
浩
鍵
）
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文
　
蕨
・
郵

　
　
　
　
　
　
　
　
畿
F
一

　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
ず

　
　
　
芸

　
　
　
　
　
　
　
　
含
、
む

　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
’
．

短
歌
待
ち
し
春

　
　
　
　
　
　
　
草
野
和
作

○
雪
洞
よ
り
細
き
月
見
え
雪
や
め
ば

　
青
く
童
話
の
世
は
ひ
ろ
が
り
ぬ

○
生
徒
ら
の
作
り
し
少
女
の
雪
像
は

　
雪
の
晴
間
を
校
庭
に
た
つ

○
防
雪
の
板
を
は
ず
せ
ば
一
す
じ
の

　
春
の
陽
ざ
し
が
ま
ぶ
し
く
光
る

○
待
ち
し
春
舗
装
路
の
雪
も
今
日
は

　
消
え
自
転
車
連
ね
生
徒
ら
の
来
る

　
　
俳
　
　
句

お
だ
や
か
に
寒
の
明
け
た
る
奥
越

後
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
さ
し

ニ
ン
月
の
雪
ず
り
落
ち
る
大
庇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
　
水

　
　
　
　
　
し
か

遠
山
の
稜
線
確
と
寒
ン
日
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌
　
弘

正
月
も
終
り
に
近
し
と
ろ
ろ
汁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
世
香

ど
か
雪
に
く
ど
き
な
が
ら
も
道
を

踏
む
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

大
雪
の
警
報
解
け
て
よ
く
眠
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
　
沙

保
育
所
の
豆
撒
き
一
日
繰
り
上
が

り
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

　
　
　
　
ね
ず
み

豆
撒
く
や
鼠
の
分
も
一
ト
つ
か
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
元

昨
日
よ
り
更
に
太
り
し
氷
柱
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
つ
お

身
の
丈
に
余
る
屋
根
雪
卸
し
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
去
　
水

　
　
　
お
き

地
炉
の
懊
か
き
上
げ
く
れ
し
こ
と

嬉
し
　
　
　
　
　
　
紅
茶

　
　
　
　
ど
て
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し

黒
っ
ぽ
い
祖
抱
が
似
合
う
齢
に
入

る
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明

そ
そ
く
さ
と
婆
が
出
歩
き
日
脚
伸

ぶ
　
　
　
　
　
　
　
鐵
　
堂

判
じ
読
む
孫
の
便
り
や
春
う
ら
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
さ
女

知
ら
ぬ
間
に
梅
ふ
く
ら
み
て
を
り

に
け
り
　
　
　
　
　
　
翔
　
山

ど
か
雪
に
乾
く
間
も
な
き
ア
ノ
ラ

ッ
ク
　
　
　
　
　
　
　
折
　
人

粕
汁
に
汗
ば
む
程
の
寒
ン
の
入
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泥
　
水

鼻
唄
に
合
せ
縄
な
う
良
寛
忌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

裸
木
も
四
肢
を
伸
ば
せ
る
日
差
か

な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
日

鉢
梅
の
花
散
る
玄
関
寒
ン
の
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
人

　
　
　
　
　
　
わ
ら
づ
と

旧
正
の
む
か
し
藁
苞
あ
り
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
龍
　
峰

・
灘
君
不
癬ω蓼浩や

　　而才寸

　
　
◎

功　
　
ク
．
』

　
　
を

母
＋
え
b

い
一
う
け
て

・
ヤ
乙
ゐ
、
㌧

　
　
　
ノ
●

ρへつ
多汐

　　　し、し’レエ
　　のて、1ス
　　よるこタカ
　　　　き1

さ／《　　何

O　　Z

『』8』’。／
　
　
γ
　
　
●

ガ
亡
ン

誘
∩
疋
元
に

．
ご
注
丘
尼

く
だ
さ
い

　
　
　
〔
〃

　
　
　
　
　
4
し
！
∴
，
．

汐
　
　
　
　
　
　
　
Q
㌧

ハ　　ぺ
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諺1・融1い嘆

　　ろ　　　ノ　　　　　『勿魏『

野
に
咲
く
花

　
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
聾

　
葉
が
出
る
ま
え
に
ピ
ン
ク
の
花

が
、
ま
だ
灰
色
の
早
春
の
山
を
い

ろ
ど
り
ま
す
。
属
名
ク
ラ
ツ
ツ
ジ

と
言
う
、
本
州
「
関
東
、
中
部
、

東
海
」
に
分
布
し
、
四
月
～
五
月

に
開
花
し
非
常
に
目
だ
つ
、
葉
は

菱
形
の
卵
形
で
花
が
散
っ
て
か
ら

葉
が
開
き
、
名
前
の
通
り
、
三
葉

が
一
束
に
な
り
芽
ば
え
ま
す
。

　
落
葉
低
木
で
四
～
五
材
、
花
は

枝
先
に
二
～
三
個
ず
つ
つ
き
横
向

き
に
開
く
、
雄
し
べ
は
五
本
。

　
出
題
　
九
段
　
武
宮
正
樹

白
先
黒
死
・
7
手
ま
で

●
ヒ
ン
ト
…
コ
ウ
に
気
を
つ
け
て
、

五
目
ナ
カ
手
に
。

5
分
で
初
段
、
3
分
以
内
で
3

段
。

〆

　　　　　　　　。士41羊目ヨーユ事乙

日轟L鷺．）歪脅埠y∠‘（ρε日察マ（OZ

蓄’～手茸qア・ど）（∂【日〈醤ヨ：工聲器〉

　
ハ
コ
ε

●
　
　
　
5


